
平成17年7月○日
日 本 銀 行

決  済  動  向（平成１７年５月）

頁
Ⅰ．日本銀行における決済関連計数
１. 日銀当座預金決済 1
1-1   日銀当座預金決済
1-2   日銀当座預金決済件数・金額推移
1-3   17/5月の業態別日銀当座預金決済

２. 日銀当座預金振替等 2
2-1   日銀当座預金振替等
2-2   17/5月の業態別日銀当座預金振替等

３. 国債振決口座振替・移転登録決済
3-1   国債振決口座振替・移転登録決済 3
3-2   国債DVP（時間帯毎決済） 4
3-3   国債DVP（決済所要時間、フェイルの発生状況） 5

４. 日中当座貸越残高 5
５. 日銀ネット利用先数 6

Ⅱ．民間決済システム関連計数
１. 手形交換高（東京） 7
２. 全銀システム取扱高 7
３. 外為円決済交換高 8
４. 東京金融先物 8
５. 日本国債清算機関 9
5-1   国債取引の清算
5-2   日銀当座預金決済

６. 日本証券クリアリング機構 10
6-1   取引所取引DVP決済
6-2   日銀当座預金決済

７. ほふりクリアリング 11
7-1   株式等の一般振替DVP決済
7-2   日銀当座預金決済

８. 証券保管振替機構・短期社債決済 12
Ⅲ．その他
１.ＳＷＩＦＴ 13

　　本資料は、わが国における「決済」活動を把握するために必要な主要指標を編集・掲載したもの。
　 統計作成機関名の表示のない指標は日本銀行調べ。なお、資料に関する問い合わせは以下の先まで。

        日本銀行  金融市場局  決済・市場インフラ企画担当　　（代）　3279-1111

本件の対外公表は
7月○日（ ）11時



 ５．日本国債清算機関
5-1 国債取引の清算（片道ベース、1営業日平均）

──　百万円
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注１) 日本国債清算機関調べ。日本国債清算機関による証券の引渡し及び金銭の支払いに係るものをそれぞれ片道ベースとして集計。
注２) 清算対象取引高は、日本国債清算機関が債務引受けを行った清算対象取引に係る国債証券の数量（国債証券の引渡債務）及び金額

（金銭の支払債務。但し、現金担保付債券貸借取引及び現先取引の取引期間中の利払期日における利金相当額支払債務等を除く。）

清算機関により銘柄毎にネッティングが行われた後の証券決済債務及び金銭決済債務）について、決済日を基準として月間平均値を
計算したもの。

5-2 日銀当座預金決済（片道ベース、1営業日平均）
──  百万円
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注１) 日本国債清算機関調べ。日本国債清算機関が受払を行った金額を片道ベースで集計。
注２) 上記計数には、清算後決済高の国債DVP決済に係る資金決済のほか、FOS決済（日本国債清算機関により銘柄毎にネッティングが

行われた後の証券決済債務の時価評価額と金銭決済債務との差額、現金担保付債券貸借取引及び現先取引の取引期間中の利払期日
における利金相当額支払債務の額、清算対象取引に係るマージンコール相当額等の資金決済）を含む。

について、決済日を基準として月間平均値を計算したもの。清算後決済高は、当該清算対象取引の決済に係る数量及び金額（日本国債

日銀当座預金決済金額

金 額
額 面 額 面

金 額

清算対象取引高
（債務引受高）

清算後決済高
（証券決済・資金決済）
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